
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
一
号

平
成
七
年
十
二
月

『無
量
寿
如
来
会
』
の
特
徴
と
問
題
点

―
親
鸞
聖
人
と
の
関
連
に
お
い
て

林

昭

雄

凝
然

の

『浄
土
法
門
源
流
章
』
(大
、
八
七
、

一
九
二
c
―
一
九
三
a
)

に
浄
土
所
依
の
本
経
に
つ
い
て
、

「両
巻
無
量
寿
経
二
巻
、
こ
の
経
は
曹
魏
康
僧
鎧
三
蔵
の
訳

な

り
。

こ
の
経
、

古
来
新
旧
の
三
蔵
に
十
二
代
の
訳
あ
り
て
五
存
七
欠
な
り
。

五
存
と
は
(
一
)此
の
僧
鎧
訳
(
二
)
『清
浄
平
等
覚
経
』
二
巻
魏
帛
延
訳

日

『阿
弥

陀
経
』
二
巻
呉
月
支
謙
訳

四

『
大
宝
積
経
』
「
無
量
寿
会
」

二
巻
大
唐
菩
提
流
支
訳
。
彼
の
経
の
第
十
七
巻
第
十
八
巻
に
あ
た
る
。

『
大
宝
積
経
』
に
は
四
十
九
会

あ
り
、
此
の

「無
量
寿
会
」
は
第
五
会

に
あ
た
る
。
(
五
)大
乗
無
量
寿
荘
厳
経
』
三
巻
、
大
宋
西
天
法
賢
三
蔵

訳
な
り
」

と
あ
る
。

い
ま
、

こ
こ
に
五
存
と
い
わ
れ
る
も
の
の
中
で
第
二
の
平
等
覚
経
と

同
名
の
経
が
支
婁
迦
讖
訳
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。
此
の
両
者
の
関
係

は
明
瞭

で
は
な
い
が
、

い
ま
此
処
で
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
の
は
、

第
四
の

「無
量
寿
会
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
現
在

で
は
、
「無
量
寿

如
来
会
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
『開
元
釈
教
録
』
巻
十

一
に
は

「第

五

無
量
寿
如
来
会
二
巻

大
唐
三
蔵
菩
提
流
支

新
訳

右
の
新
訳
は
旧

の
無
量
清
浄
平
等
覚
、
大
阿
弥
陀
、
無
量
寿
経
等
と
同
本
異
訳
な
り
」

と
あ
り
、
古
く
中
国
で
は
西
紀
第
八
世
紀
の
当
初
よ
り

『
無
量
寿
経
』

に
関
心
が
も
た
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
国
の

み
な
ら
ず
イ
ソ
ド
や
西
域
で
も
同
様
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
梵

語
写
本
が
三
十
数
部
も
あ
り
、
(
1
)

西
夏
語
訳

や

チ
ベ
ッ
ト
訳
等

の
存

在

が
、
こ
れ
を
物
語

っ
て
い
る
。

西
夏
語
訳
に
つ
い
て
は

一
九
七
七
年
に
公
表
さ
れ
た
西
田
龍
雄
氏
の

研
究
に
よ
れ
ば

「西
夏
訳
佛
典
目
録
」
の
中
に
漢
訳

『大
宝
積
経
』
の

西
語
訳
が
、
し
め
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
『大
宝
積
経
』
第

五
会
、
巻
十
七

・
十
八
の
西
夏
文
写
本
が

レ
ー

ニ
ソ
グ
ラ
ー
ド
東
方
学

研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
、
「如
来
会
」
巻
上
の

一
行
十
八
字

の
写
本
が
完

全
に
存
し
、
巻
下
に
つ
い
て
は

「復
次
阿
難
彼
極
楽
界
」
か
ら

「於
晨

朝
時
周
遍
四
方
和
風
」
ま
で
は
欠
落
し
て
い
る
が

「微
動
不
逆
不
乱
吹

諸
雑
花
」
か
ら

「
聞
佛
所
説
皆
大
歓
喜
」
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
た
、
チ
ベ

ツ
ト
訳
に
つ
い
て
は
、
西
蔵
大
蔵
経
の
甘
殊
爾
の

『
大

宝
積
経
』
は
勿
論
で
あ
る
が
、
赤
松
孝
章
氏
の

「
チ
ベ
ッ
ト
訳
無
量
寿

経

の
敦
煌
新
出
異
訳
本
に

つ
い
て
」
(龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第

二
十
三
集
)
に
よ
れ
ば
、
『
大
宝
積
経
』
の
巻
十
七
の

一
部
と
巻
上
の
全

文
が
敦
煌
出
土
の
チ
ベ
ッ
ト
文
献

の
中
に
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ

て
い
る
。

以

上
、
「
無
量
寿
如
来
会
」
の
文
献
的
状
態
に
つ
い
て
述

べ
た
が
、

次
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
こ
と
に
阿
弥
陀
佛
の
本
願
に
つ
い
て
、
四

十
八
願
経
と
し
て
の
特
徴
を
み
て
み
よ
う
。
(
2
)

周
知
の
よ
う
に
阿
弥
陀
佛

経
典
の
中
で
、
そ
の
本
願
に

つ
い

て
は
、
『大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚

経
』
が

二
十
四
願
、
『
大
乗
無
量
寿
荘
厳
経
』
が
三
十
六
願
、
梵
本

[足

利
本
]
が
四
十
七
願
、
『無
量
寿
経
』
『無
量

寿
如

来
会
』
が

四
十
八

願
、
西
蔵
訳
が
四
十
九
願
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
願
数
の
相
違
は
異
本
の

成
立
や
性
格
を
し
る
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は

『
如
来

会
』

の
特
徴
を
願
を
と
お
し
て
見
よ
う
と
お
も
う
の
で
あ
る
。

さ

て
、
四
十
八
願
の
願
名
に
つ

い
て
、
そ

の
願

名

を

「無
量
寿
経

抄
」
(
了
慧
)
「
無
量
寿
経
合
讃
」
(観
徹
)
等
に
よ

っ
て
示
せ
ば
次
の
如

く
で
あ
る
。

第

一
願

無
三
悪
趣
の
願

第

二

願

不
更
悪
趣
の
願

第

三

願

悉
皆
金
色
の
願

第

四

願

無
有
好
醜
の
願

第

五

願

令
識
宿
命
の
願

第

六

願

令
得
天
眼
の
願

第

七

願

天
耳
遥
聞
の
願

第

八

願

他
心
悉
知
の
願

『無
量
寿
如
来
会
』
の
特
徴
と
問
題
点

(林
)

第

九

願

神
足
如
意
の
願

第

十

願

不
貧
計
心
の
願

第

十
一
願

住
正
定
聚
の
願

第

十
二

願

光
明
無
量
の
願

第

十
三

願

寿
命
無
量
の
願

第

十
四

願

声
聞
無
量
の
願

第

十
五

願

眷
属
長
寿
の
願

第

十
六

願

離
諸
不
善
の
願

第

十
七

願

諸
佛
称
名
の
願

第

十
八

願

念
佛
往
生
の
願

第

十
九

願

来
迎
引
接
の
願

第

二
十

願

係
念
足
生
の
願

第
二
十

一
願

具
足
諸
相
の
願

第
二
十
二
願

必
至
補
処
の
願

第
二
十
三
願

供
養
諸
佛
の
願

第
二
十
四
願

供
養
如
意
の
願

第
二
十
五
願

説

一
切
智
の
願

第
二
十
六
願

那
羅
延
身
の
願

第
二
十
七
願

所
須
厳
浄
の
願

第
二
十
八
願

見
道
場
樹
の
願

第
二
十
九
願

得
弁
戈
智
の
願

第

三
十

願

弁
戈
無
尽
の
願

第
三
十

一
願

国
土
清
浄
の
願

第
三
十
二
願

妙
香
合
成
の
願

第
三
十
三
願

触
光
柔
軟
の
願

第
三
十
四
願

聞
名
得
忍
の
願

第
三
十
五
願

女
人
往
生
の
願

第
三
十
六
願

聞
名
梵
行
の
願

第
三
十
七
願

作
礼
致
敬
の
願

第
三
十
八
願

衣
服
随
念
の
願

第
三
十
九
願

常
住
快
楽
の
願

第

四
十

願

見
諸
佛
土
の
願

第
四
十

一
願

聞
名
具
根
の
願

第
四
十
二
願

聞
名
得
定
の
願

第
四
十
三
願

聞
名
生
貴
の
願

第
四
十
四
願

聞
名
具
徳
の
願

第
四
十
五
願

聞
名
見
佛
の
願

第
四
十
六
願

随
意
聞
法
の
願

第
四
十
七
願

聞
名
不
退
の
願

第
四
十
八
願

得
三
法
忍
の
願

以
上
、
四
十
八
願
文
は
魏
訳
で
は

「設
我
得
佛
」
で
は
じ
ま
り

「
不

取
正
覚
」
で
お
わ
る
と
い
う
形
で
と
か
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
同
じ
四
十
八
願
経
で
あ
り
な
が

ら
、
唐
訳

『如
来
会
』
で
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『無
量
寿
如
来
会
』
の
特
徴
と
問
題
点

(林
)

は
、
同
じ
く

「若
我
成
佛
」
で
は
じ
ま
り
な
が
ら
、
第

二
願
か
ら
第
九

願
、
第

十
四
、
第
十
六
、

第
十
七
、

第
十
九
、

第
二
十
六
、

第
二
十

八
、
第

三
十
三
、
第
三
十
四
、
第
三
十
六
、
第
三
十
七
の
十
願
と
第
四

十
二
よ
り
第
四
十
七
の
六
願
と
の
都
合
二
十
五
願
は

「不
取
正
覚
」
と

あ
り
、
他
の
二
十
三
願
は

「不
取
菩
提
」
で
お
わ

っ
て
い
る

の
で
あ

る
。
こ
の
訳
語
の
相
違
に
つ
い
て
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
願
文
の
配
列

順
序
の
問
題
と
考
え
あ
わ
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
魏
唐
の
両
訳
は
、
願
数
が

二
致
す
る
だ
け
で
な
く
、
例
え

ば
、
本
経
の
序
文
の
中
で
列
衆
を
あ
げ
た
後
で
、
総
歎
別
歎
と
そ
の
徳

を
讃
歎
す
る
文
は
他
の
異
訳
に
は
存
在
し
な
い
で
、
両

訳

の
み

に
あ

る
。
と

い

つ
て
両
訳
が
完
全
に

二
致
す
る
か
と
い
え
ば
、
魏
訳
で
弥
勒

を
対
告
衆
と
し
て
説
か
れ
る
五
悪
段
は
、
『梵
本
』
や

『
チ
ベ
ッ
ト
訳
』

と
共
に

『如
来
会
』
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
、
本
願
に
つ
い
て
は
魏
訳
の
十
八
願
が
唐
訳
で
は
十
八
願
に
二

十
願
の
趣
旨
が
同
在
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
点
が
あ
る
。

ま
た
、
『梵
文
』
で
は
十
八
、
十
九
の
両
願
に
魏
訳
の
十
八
、
十
九
、

二
十
の
三
願
が
混
在
す
る
が
、
此
は

『
西
蔵
訳
』
も
同
様
で
あ
る
。
そ

の
点
で
は

『梵
本
』

に
は
魏
訳

に
な
い
諸
佛
受
供
の
第
二
十
五
願
と
華

雨
楽
雲

の
第
三
十
二
願
が
く
わ
わ
っ
て
四
十
七
願
と
な
り
、
西
蔵
訳
で

は
、
こ
の
二
願
が
く
わ
わ
っ
て
四
十
九
願
を
と
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
魏
唐
の
二
訳
は
第
十
八
願
が
す

つ
き
り
し
て
い
な
い
点
は

あ
る
が
、
ほ
ぼ
願
に
つ
い
て
は
同

一
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
に

『如
来
会
』
の
特
徴
を

述

べ
て
き

た
が
、
宗
祖
親
?
聖
人

は
、
そ
の
主
著

『
教
行
信
証
』
や
そ
の
他
の
著
作

に
、
他
の
現
存
本
を

頻
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
主
と
し
て
こ
の

『
如
来
会
』
を
三
十
七
ケ
所

三
十
七
回
に
わ
た

っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
3
)

ち
な
み
に
、
源
信
和
尚
は
そ
の
著

『
往
生
要
集
』
巻
下

に

『寳
積
経
』
(如
来
会
巻
上
)
云

「道
樹
高
十
六
億
由
旬
」

ニ
ケ
所
の
引
用
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
佛
身
高
と
樹
高
が
つ
り
あ
わ

な
い
こ
と

を
問
う

文
中

に

『
無
量
寿
経
』
や

『
十
往
生
経
』
や

『観

経
』
と
と
も
に
引
か
れ
て
い
る
も
の
で
内
容
的
に

『
如
来
会
』
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
親
?
聖
人
は
浄
土
真
宗
正
依
の

『
無
量
寿
経
』
が
主

で

『
如
来
会
』
は
二
次
的
と
し
て
の
引
用
で
な
く

『
如
来
会
』
を
佛
の

正
意
と
し
て

『
無
量
寿
経
』
と

『如
来
会
』
を
同
列
に
う
け
と
り
強
い

影
響
を
受
け
ら
れ
た
次
第
は
、
『如
来
会
』
の
特
徴
と
問

題
点
を

端
的

に
示
す
も
の
で
以
下
詳
述
す
る
。

親
?
聖
人
は
顕
浄
土
真
実
教
文
類

(以
下
教
文
類
と
略
す
)
に

ニ
ケ
所
、

顕
浄
土
真
実

行

文
類

(行
文
類
)

に
三
ケ
所
、

顕
浄
土
真
実
信
文
類

(信
文
類
)
に
十
四
ケ
所
、
顕
浄
土
真
実
証
文
類

(証
文
類
)
に
ニ
ケ
所
、

顕
浄
土
真
実
真
佛
土
文
類

(真
佛
土
文
類
)
に
ニ
ケ
所
、
顕
浄
土
真
実
化

身
土
文
類

(化
身
土
文
類
)
に
三
ケ
所
と
主
著
顕
浮
土
真
実
教
行
証
文
類

(教
行
信
証
)
に
二
十
五
ケ
所
の
引
用
で
あ
り
浄

土
文
類
聚
鈔
に
ニ
ケ
所
、

愚
禿
鈔
に

一
ケ
所
、
浄
土
三
経
往
生
文
類
広
本
に
六
ケ
所
、

二
念
多
念
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文
意

に

二
ヶ
所
、
如
来
二
種
廻
向
文
に

二
ヶ
所
、
末
燈
鈔
に

一
ケ
所
と

都
合

三
十
七
ケ
所
三
十
七
回
の
引
用
で
あ
る
。

三
十

七
ケ
所
の
引
用
状
態
を
詳
細
に
窺
う
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

『
無
量
寿
如
来
会
』
言

・
又

『如
来
会
』
言
と
明
記
し
て

の
箇
所

が
二
十

ケ
所
あ
る
。

①
行
文
類

(真
宗
聖
教
全
書
二
巻
三
頁
以
下

「
二
・
三
こ
と
略
す
)

②
行
文
類

「
二

・
六
」

③
行
文
類

「
二

・
二
六
」

④
信

文
類

「
二

・
四
九
」

⑤
信
文
類

「
二

・
四
九
」

⑥
信
文
類

「
二

・
六
〇
」

⑦
信
文
類

「
二

・
七
五
」

⑧
証
文
類

「
二

・
二
〇
四
」

⑨
真
佛
土
文
類

「
二

・
一
三
」

⑩
化
身
土
文
類

「二

・
一
四
五
」
⑪
化
身
土
文
類

「
二

・
二
五
八
」

⑫
浄
土
三
経
往
生
文
類
広
本

「
二

・
五
五

一
」

⑱
同
、
広
本

「二

・
五
五
二
」

⑭
同
、
広
本
二

「
・
五
五
二
」

⑮
同
、
広
本

「二

・
五
五
二
」

⑯
同
、
広
本

「二

・
五
五
二
」

⑰
同
、
広
本

「
二

・
五
五
八
」

⑱
同
、
広
本

「
二

・
五
五
九
」

⑲
如
来
二
種
廻
向
文

「
二

・
七
三

一
」

⑳
末
燈
鈔

「
二

・
六
六

二
」

ク

⇔

『
又
言
』
と
前
の

『
如
来
会
』
を
承
け
て
引
用
の
箇

所
が

五
ケ
所

あ
る
。
①
行
文
類

「
二

・
六
」

②
信
文
類

「
二

・
四
九
」

③
信
文
類

「
二

・
四
九
」

④
信
文
類

「
二

・
七
六
」

⑤
信
文
類

「
二

・
七
六
」

『無
量
寿
如
来
会
』
の
特
徴
と
問
題
点

(林
)

白

『
大
経
言
』
と
引
文
し
そ
の
直
後
に

『
又
言
』
と
し
て

『如
来
会
』

の
引
用
箇
所
が
六
ケ
所
あ
る
。

①
信
文
類

「二

・
七

二
」

②
信
文
類

「
二

・
七

二
」

③
信
文
類

「
二

・
七
九
」

④
信
文
類

「二

.
九
七
」

⑤
真
佛
土
文
類

「
二

・
一
四

二
」
⑥
化
身

土
文
類

「
二

・
二
四
六
」

⑳

『
経
言
』
・
『又
言
』
と
し
て

『
如
来
会
』
の
引
用
が
六
ケ
所
あ
る
。

①
信
文
類

「
二

・
六
二
」

②
信
文
類

「
二

・
六
六
」

③
証
文
類

「
二

・
二
〇
四
」

④
浄
土
文
類
聚
鈔

「
二

・
四
四
五
」

⑤
浄
土
文
類
聚
鈔

「二

・
四
四
五
」

⑥

二
念
多
念
文
意

「二

・
六
〇
六
」

こ
の
よ
う
に
、
親
?
聖
人
は
そ
の
著
作
に
お
け
る

『如
来
会
』

の
引
用

状
態
は
、
『無
量
寿
経
』
と

『
如
来
会
』
は
並
列
的
で

『
経
言
』
の

『
経
』

と
は

『無
量
寿
経
』
で
あ
り
、
ま
た
同
じ

『経
言
』
の
『
経
』
と
は

『如

来
会
』
で
あ
る
。

以
上

『
如
来
会
』
の
特
徴
と
問
題
点
を
述

べ
て
き
た
が

『
如
来
会
』

を

『
無
量
寿
経
』
と
同
列
に
、
佛
の
正
意
と

し
て
い
た
だ
か
れ
た
の
が

浄
土
真
宗
開
祖
親
?
聖
人
で
あ
る
。

1

藤
原
宏
達

『浄
土
仏
教
の
思
想
第

二
巻
無
量
寿
経
』
十

二
頁
。

2

香
川
孝
雄

『無
量
寿
経
の
諸
本
対
照
研
究
』
四
六
頁
。

3

林
昭
雄

『
親
?
聖
人
に
お
け
る
無
量
寿
如
来
会
の
受
容
』
「真
宗
研
究
」

第
四
十
輯

一
三
二
頁
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

無
量
寿
如
来
会

(善
林
寺
住
職
)
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